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主催備陽史探訪の会 口後援福山市教育委員会

平成24年 (2012)5月 5日実施

スケジュール

8時半、福山駅前発

9時  園芸センター、開会式
(六つ塚第 1号古墳～6号古墳、四つ塚第 1号古墳～4号古墳、西の塚古墳)

12時 福山少年自然の家 (昼食・クイズ)
13時 同上発
(立岩遺跡、勝負銅山跡、川上城跡、石塔、辻堂跡)

15時半 辻堂跡にて解散

団体行動なので、主催者の指示を守つてください。

ごみは各自で持ち帰つてください。

怪我や体調を崩された方は直ちに申し出てください
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福山市園芸センターから県立福山少年自然の家にかけての一帯には、古墳が

たくさん見つかつています。

1「古墳」て何だろう?

古墳 (こ ふん)と いうのは、古代社会において,お もに支配 (し はい)階級

の人々をほうむつた、土を高くもつてつくつたお墓のことです。

日本では、 3世紀後半から7世紀にかけて、大王 (「おおきみ」といいます。

のちの天皇)や豪族 (「 ごうぞく」といいます。各地域で力を持つた人たちのこ

とです)が、自分たちの権威 (けんい)を示そうとしてつくりました。

九州地方や 0出雲地方 (現在の島根県県)・ 瀬戸内地方・近畿地方・関東地方・

東北地方などに広く分布 (ぶんぷ)しています。

ニツ城古墳

古墳が盛んにつくられた時代のことを「古墳時代 (こふんじだい)」 といいま

す。400年 以上も続いた時代ですから、大きく、前期・中期・後期の 3つに

分けています。

3世紀の後半から4世紀にかけての時代が、古墳時代前期です。

この時代は、儀式を担当する首長 (「 しゅちょう」といいます。リーダーの役

割をする人のことです)の政治がはじまりました。



5世紀の古墳時代中期には、強力な首長のネットワークができあがつて、今

の奈良県や大阪府を中心として、日本列島が一つにまとまりました。

そして,6世紀の古墳時代後期には、中国大陸から仏教文化が伝わつてきて、

新たな文化が花開きます。また、大型の古墳が次第につくられなくなり、逆に、

小型のものが爆発的につくられるようになります。

2 古墳にはどんな種類があるの?

古墳の形には、いろいろな種類がありますが、次の4つが代表的です。

(1)円墳 (えんぶん)・ 上̈から見ると円い形の墓で、最も一般的です。

(2)方墳 (ほ うふん)・ "上から見ると正方形に近い形の墓です。

(3)前方後円墳 (ぜんぼうこうえんふん )・…日本特有の形の墓です。

死体をほうむる部分を円形につくり、その前に長方形を継ぎ足しています

(4)前方後方墳 (ぜんぼうこうほうふん)

…前方後円墳の後円部を四角形にしたもの。

このほかにも八角墳や上円下方墳な

ど、いろいろな種類がありますが、 5

世紀までのものには円墳や前方後円墳

が多いです。

前方後円墳は、大和 (奈良県)か ら

各地に広がつたものと考えられており、

なかでも大山 (だ いせん)古墳は、世

界最大の墓です (ち なみに、広島県最



大の古墳は、東広島市の三ツ城古墳 )。

3 古墳の中はどうなつているの?

古墳の中の、周囲を石で囲んで棺 (ひつぎ)を納める部分を「石室 (せき

しつ)」 といいます。石室には、タテに穴を掘つて、棺や副葬品 (ふくそうひ

ん)を納める「堅穴式石室 (たてあなしきせきしつ)」 と、石室をつくりなが

ら、玄室 (げんじつ :棺や副葬品を置く奥側の部屋)や羨道 (せんどう :玄

室と入り口を結ぶ道)を も

うける横穴式石室 (よ こあ

なしきせきしつ)がありま

す。

横穴式石室の古墳は、5

世紀半ばからつくられは

じめました。6世紀には全

国に広がつて行きました。

今回見学する古墳は、どれ

も横穴式石室の古墳です。

横穴式石室の様子

また、古境の周りや石室の中からは、いろいろな道具や物が見つかります。

(1)埴輸 (はにわ)・ 素̈焼きの土器ですが、古墳の盛り上のまわりにならべ

られていました。上が流れるのを防いだり、囲いの役割を兼ねた円筒の埴

輪のほかに、人物・動物・道具などをかたどつた埴輪があります。

(2)副葬品 (ふ くそうひん)・ 前̈期古墳には、鏡・剣・玉といつた、支配者

の権威を象徴するものが多かつた

のですが、後期古墳になると、鉄
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などの実用

このことは、支配者の権力が、

宗教的なものから政治的なものに

移り変わつたことを意味している

大山古墳
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壌曇・
堅穴式石室



と考えられます。

4 今回見学する古墳はどんなもの?

(1)六ツ塚古墳群

6世紀後半に連続して築かれた古墳群で、6基の古墳が残つています。

すべて円墳と思われます。最大のものは4号墳で、長さ 9。 lm、 幅 1.3m、 高

さ 1.7mの横穴式石室の古墳です。

(2)四ツ塚古墳群

畑の中にありざいずれも横穴式石室をもつ小規模な古墳群で、現在 4基が残

つています。

六ツ塚古墳群と同じように築かれた

ときはもつと多くの古墳があつたと想

像で百ます。これらの古墳は地域のリー

ダーというよりは、それらを支えた人た

ちの墓であると考えられます。

(3)西の塚古墳

古墳の形は円境と考えられ、直径 8mです。そこに長さ 5.25m、 幅 1.4m、

高さ 1.4mの積穴式石室があります。

発掘調査により土器の破片や鉄釘、

鉄滓 (鉄のかす)な どが見つかりまし

た。

この古墳は 7世紀の初め頃に作ら

れたと考えられています。



立岩遺跡

「天津磐境 (あまついわさか)」 ともいわ

れ、古代人が神様をお祭した跡です。「いわ

さか」の「さかJと は、神域と俗世との境

を意味する言葉です。現在も「岩田山神社」

として宗教法人登録されており、祭神は神

武天皇となつています。氏子も350戸ほ

どあります。ただし、本殿や拝殿はなく、

岩盤の上に巨岩が立つているのをそのまま

拝するようになつているので神社には見え

ません。立岩の高さは約 4m、 周囲は 11

mを測ります。岩盤の上に、舟形の巨石 2

個があり、その上に円筒状の巨岩が乗つて

います。見た目にはスルメイカに似たユーモラスな形をしています。

勝負銅山跡

ここは昔、銅などを掘うていた鉱山の跡です。掘つた銅は各地に運ばれて色々

なものを作るのに使われました。奈良の大仏も銅で作られています。その後、

廃坑になつていましたが、160年ほど前からまた掘り始めて、昭和十八年ま

で続きました。 1140年 前の貞観十二年には、となりの岡山県で採れた銅か

らお金を作つたことが古い本に出ています。中に入ると、教室のような広いと

ころがあつて、そこから何本も銅を取るための穴が掘られています。※今は危

ないですから中に入つてはいけません。

すぐそばに、神様を祭る小さなお社があります。ここで働いていた人たちは、

穴が崩れないように、怪我をしないように、山の神様にお願いして、仕事をし

ていました。             
・

昔の銅山の様子 今の銅山の様子



川上城跡 (かゎかみじょうあと)

中世の山城跡 (やまじろあと)です。江戸時代に書かれた本には、「村上加賀守

秀成 (む らかみかがのかみひでなり)」 という人が居城したと書かれています。

城の特徴 (と くちよう)

は、高い石垣や天守閣

などはなく、茅葺のそ

まつな小屋が建つてい

たと考えられます。こ

うした小屋の建うてい

た平地を「曲輪 (く る

わ)」 と呼び、何段も残

っています。城の周囲は、山の斜面を削つてがけにし、木を生やさないように

して、簡単にはを登れないようになつています。

石塔 (せきとう)

仏さまをおがむために “石でつくられた塔"を「石塔」といいます。インドで

お釈迦さまの遺骨を納めた塔 (卒塔婆 そとうば)が変化してさまざまな石塔に

なりました。石塔は亡くなつた人の冥福を祈り供養したり、水害・日照りが起

こらず作物が豊作となるよう、悪い病気がはやらないよう、さまざまな願いを

込めてつくられました。

赤坂町川上の石塔

散らばつていた五輸塔 (ご りんとう)の空輸 (く うりん)と 宝筐印塔 (ほ うき

ょういんとう)の笠 (かさ)を組み合わせてつくり直しています。
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中世の山城の鳥蹴図



辻堂 (つ じどぅ)

備後の辻堂は福山藩主水野勝成公が、旅人のために領内の各村に旅人のため

に作らせたといわれており、備後地方には今でも多くの辻堂が残つています。

一般的には、吹き放し四本柱で宝形造か寄棟、切妻の屋根を持ち、峠や辻、

街道・往還筋など、人の目が届く道沿いに建てられました。四ツ堂、憩亭、辻

堂などと呼ばれて、往来する人々の休息場所として活用されていたようです。

現代ではほとんどの辻堂に、本尊が安置され、信仰の場として、守り継がれ

ています。

『福山史料』(1809年 )によれば赤坂村に7宇 (平木・石本 口新開・加屋平・

寺前 こ首蒲坂・竹下)、 早戸村に3宇 (蓮花寺・大田・北山)の辻堂がありまし

た。現在は赤坂町赤坂に2宇残つているのみです。

早戸の「大田の辻堂」は昭和 45年 (1970)に倒壊し、現在は礎石の一部が残

つています。近くに阿弥陀堂を祀つてあります。


